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３
月
31
日
に
、
構
成
団
体
８
市

町
村
長
に
よ
る
選
挙
が
行
わ
れ
、

第
２
代
広
域
連
合
長
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
日
向
市
長
へ
の
就
任

に
加
え
て
の
重
責
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
、
広
域
連
合
の

充
実
・
発
展
と
圏
域
の
連
携
強
化

に
向
け
決
意
を
新
た
に
す
る
と
こ

ろ
で
す
。

地
方
行
政
を
取
り
巻
く
環
境
は

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
、
ま
さ
に

「
選
択
と
集
中
」
の
時
代
が
到
来

し
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
広
域
行

政
の
必
要
性
も
高
ま
り
、
多
く
の

分
野
で
近
隣
市
町
村
が
手
を
携
え

て
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
っ
て
い

ま
す
。

本
広
域
連
合
と
し
て
も
、
圏
域

８
市
町
村
の
連
携
と
協
調
を
も
と

に
、
与
え
ら
れ
た
事
務
事
業
の
円

滑
な
推
進
に
向
け
努
力
し
て
参
る

所
存
で
す
。
引
き
続
き
、
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

1

日
向
市
富
高
に
あ
る
「
清
掃
セ

ン
タ
ー
」
は
、
日
向
市
、
門
川
町
、

東
郷
町
、
南
郷
村
、
北
郷
村
、
諸

塚
村
の
一
般
家
庭
や
事
業
所
な
ど

か
ら
出
さ
れ
た
燃
や
せ
る
ご
み
を

焼
却
す
る
施
設
で
す
。

昨
年
度
は
、
６
市
町
村
合
計
で

約
３
万
２
千
ト
ン
、
一
日
平
均
88

ト
ン
の
ご
み
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し

た
。
昨
年
度
と
比
べ
る
と
年
間
３

０
０
ト
ン
ほ
ど
増
え
て
お
り
、
南

郷
村
や
北
郷
村
の
一
年
分
以
上
の

ご
み
が
増
え
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。各

市
町
村
で
は
ご
み
の
量
に
応

じ
た
処
理
費
用
を
負
担
せ
ね
ば
な

ら
ず
、
ご
み
の
減
量
化
は
切
実
な

問
題
。
有
料
指
定
袋
に
よ
る
ご
み

出
し
の
義
務
付
け
や
、
分
別
す
る

品
目
の
増
加
、
生
ご
み
は
専
用
収

集
車
が
回
収
す
る
な
ど
、
地
域
実

情
に
応
じ
た
取
り
組
み
が
積
極
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
問
題
は
、
い
ま
や
最
も
身

近
な
社
会
的
課
題
の
ひ
と
つ
。
ひ

と
り
一
人
の
心
が
け
が
美
し
く
住

み
よ
い
ま
ち
を
作
り
ま
す
。
引
き

続
き
、
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ

ク
ル
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

清掃センターへのごみ搬入量

15年度は32,015トンの搬入量のうち
31,505トン（98.4％）を焼却しました。

灰は最終処分場へ埋め立て
（3,468トン）

古紙はリサイクルへ
（510トン）

広域連合長（日向市長）
黒　木　健　二

15年度
（トン）

日向市

門川町

東郷町

南郷村

北郷村

諸塚村

合　計

23,984

6,530

693

217

247

344

32,015

23,697

6,546

666

215

222

335

31,681

287

－16

27

2

25

9

334

14年度
（トン）

増加量
（トン）
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し
、
こ
れ
ま
で
１
名
で
対
応
し
て
い
た
管
理
体
制
も
業

者
委
託
に
よ
る
複
数
体
制
に
見
直
す
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス

向
上
を
図
っ
て
い
く
方
針
で
す
。

火
葬
料
金
も
変
更
す
る
予
定
で
す
。

施
設
を
運
営
し
て
い
く
上
で
大
切
な
財
源
と
な
る
火

葬
料
金
。
現
在
の
東
郷
霊
苑
の
火
葬
料
金
は
、
こ
の
25

年
間
大
き
な
見
直
し
を
行
わ
な
か
っ
た
た
め
、
県
内
で

最
も
低
い
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
施
設
の
老

朽
化
に
よ
り
修
繕
費
や
燃
料
代
な
ど
の
維
持
費
は
年
々

高
騰
し
て
い
る
た
め
、
約
７
割
は
公
費
で
負
担
し
て
い

る
現
状
で
す
。

本
来
、
火
葬
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
は
、
施
設
の

利
用
料
金
で
賄
う
こ
と
が
理
想
。
現
在
、
新
し
い
斎
場

の
火
葬
料
金
に
つ
い
て
も
８
市
町
村
で
検
討
を
重
ね
て

い
ま
す
。

県内火葬場の火葬料金
（大人・管内の場合・10月現在）

宮崎市葬祭センター
都城市斎場
西諸広域葬祭センター
日南地区葬祭場
串間市葬祭場
東諸葬祭場
西都児湯葬祭場
西米良火葬場
都農川南葬祭センター
東郷霊苑
悠久苑
西臼杵斎場

宮崎市
都城市
小林市
日南市
串間市
国富町
高鍋町
西米良村
都農町
東郷町
北川町
高千穂町

平成７年
平成２年
昭和59年
平成３年
平成５年
平成９年
昭和55年
平成７年
昭和56年
昭和53年
昭和53年
昭和49年

12,000
20,000
20,000
20,000
20,000
15,000
10,000
10,000
10,000
5,000
5,000
10,000

名　　　称 所在地 供用開始 火葬料金(円)

広
域
連
合
で
は
、
東
郷
町
山
陰
に
あ
る
圏
域
唯
一
の

火
葬
場
「
東
郷
霊
苑
」
の
建
て
替
え
事
業
を
進
め
て
い

ま
す
。

現
在
の
東
郷
霊
苑
は
、
昭
和
53
年
に
建
て
ら
れ
築
後

25
年
が
経
過
。
建
物
の
老
朽
化
は
も
と
よ
り
火
葬
能
力

の
低
下
が
著
し
く
、
近
年
で
は
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら

建
て
替
え
の
必
要
性
を
再
三
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

平
成
13
年
度
か
ら
進
め
て
き
た
各
種
手
続
も
順
調
に

進
み
、
現
斎
場
の
東
隣
を
建
設
地
と
し
て
造
成
。
今
年

２
月
か
ら
本
体
工
事
が
始
ま
り
、
来
年
３
月
末
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
駐
車
場
不
足
や
工
事
車
両
の
往
来
な
ど
ご
迷

惑
等
を
お
掛
け
し
て
お
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

火
葬
時
間
は
、
こ
れ
ま
で
の
半
分
に

新
し
い
火
葬
場
の
面
積
は
、
１，

６
５
６
平
方
メ
ー

ト
ル
と
現
施
設
の
２
倍
以
上
。
火
葬
棟
は
、
葬
送
の
儀

式
が
厳
粛
か
つ
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
ゆ
と
り
あ
る
間
取

り
で
、
最
新
の
火
葬
炉
を
導
入
。
こ
れ
ま
で
点
火
か
ら

収
骨
ま
で
３
時
間
か
か
っ
て
い
た
も
の
が
、
一
時
間
半

ま
で
短
縮
で
き
る
見
込
み
で
す
。
そ
の
た
め
待
合
棟
を

充
実
さ
せ
、
３
つ
の
個
室
を
完
備
。
圏
域
の
特
産
物
で

あ
る
耳
川
水
系
の
木
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
温
も
り

あ
る
空
間
で
、
心
静
か
に
収
骨
ま
で
の
時
間
を
過
ご
せ

ま
す
。

施
設
従
事
者
も
複
数
配
置

新
斎
場
の
運
営
体
制
も
重
要
な
課
題
。
広
域
連
合
で

行
っ
て
い
る
予
約
受
付
事
務
も
斎
場
で
行
う
こ
と
と

3

所 在 地：東臼杵郡東郷町大字山陰乙６１９番地

総 面 積：１６５５.８g（火葬棟１１５２.３g、待合棟５０３.５g）

構　 造：火葬棟＝鉄筋コンクリート一部２階建、待合棟＝木造平屋建

火葬方式：並流燃焼方式

火葬炉数：６基、（うち汚物炉１基）

新しい東郷霊苑の完成予想図（右側が火葬棟、左側が待合棟）

※２階は排ガス処理設備のみ
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７
月
16
日
（
金
）、
日
向
市
役

所
に
お
い
て
平
成
16
年
第
３
回
議

会
（
定
例
会
）
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。提

出
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成
15

年
度
補
正
予
算
の
専
決
処
分
一

件
。
現
在
施
工
中
の
新
斎
場
建
設

に
か
か
る
起
債
額
が
３
月
末
に
決

定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
財
源
の
組

換
え
を
行
っ
た
も
の
で
す
。（
補

正
額
は
ゼ
ロ
）

就
任
後
初
め
て
の
議
会
と
い
う

こ
と
で
、
黒
木
広
域
連
合
長
が
あ

い
さ
つ
し
た
後
、
提
案
理
由
を
説

明
。
審
議
の
結
果
、
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

〜
平
成
16
年
第
３
回
議
会
〜

補
正
予
算
の
専
決
処
分
を
承
認

江
並
　
孝

議
員
（
日
向
市
選
出
）

広
域
連
合
の
中
で
、
８
市
町

村
の
共
通
課
題
を
研
究
す
る
部

門
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

現
在
、
８
市
町
村
の
企
画
担

当
課
長
で
組
織
す
る
「
日
向
入

郷
広
域
行
政
研
究
会
」
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。
そ
ち
ら
の
協
議

を
見
据
え
な
が
ら
、
適
時
必
要

な
連
携
を
深
め
て
い
き
た
い
。

政
策
課
題
に
対
し
て
、
正
・

副
連
合
長
が
論
議
す
る
仕
組
み

を
構
築
せ
よ
。

こ
の
４
月
に
、
８
市
町
村
長

の
合
意
に
よ
り
「
正
副
連
合
長

会
議
」
を
設
置
し
た
。
広
域
連

合
の
重
要
政
策
事
項
の
検
討
や

決
定
な
ど
、
有
効
に
活
用
し
た

い
。

一
般
質
問
の
要
旨

７
町
村
の
一
般
廃
棄
物
最
終

処
分
場
事
業
に
関
す
る
一
連
の

調
査
結
果
等
が
公
表
さ
れ
、
用

地
の
不
足
な
ど
の
課
題
が
示
さ

れ
た
。
加
え
て
、
日
向
市
の
不

燃
物
処
理
場
は
耐
用
年
数
を
超

え
、
焼
却
施
設
の
更
新
を
検
討

す
る
時
期
も
迫
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
門
川
町
の
最

終
処
分
場
事
業
を
一
時
棚
上
げ

し
、
総
体
的
な
広
域
ご
み
処
理

の
あ
り
方
を
再
度
検
討
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

最
終
処
分
場
の
施
設
基
本
計

画
方
針
で
は
用
地
の
不
足
が
見

込
ま
れ
る
な
ど
、
検
討
を
要
す

る
課
題
が
出
て
き
た
。
一
方
、

現
在
、
ご
み
減
量
化
の
た
め
の

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
整
備
を
８

市
町
村
で
検
討
中
で
あ
る
。
今

後
は
、
「
ご
み
対
策
協
議
会
」

な
ど
関
係
機
関
と
の
整
合
性
を

図
り
な
が
ら
慎
重
な
論
議
を
重

ね
、
事
業
の
よ
り
良
い
方
向
性

を
模
索
し
て
い
き
た
い
。

広
域
連
合
議
会

議
員
名
簿

（
議
席
順
）

議
　
長
　
甲
斐
敏
彦（日

向
市
）

副
議
長
　
米
良
昭
平（門

川
町
）

議
　
員
　
新
名
敏
文（東

郷
町
）

〃
　
　
早
田
卓
男（北

郷
村
）

〃
　
　
那
須
義
雄（椎

葉
村
）

〃
　
　
甲
斐
美
義（椎

葉
村
）

〃
　
　
岩
切
　
裕（日

向
市
）

〃
　
　
濱
田
卓
侯（南

郷
村
）

〃
　
　
黒
木
　
優（日

向
市
）

〃
　
　
江
並
　
孝（日

向
市
）

〃
　
　
朝
倉
利
文（門

川
町
）

〃
　
　
黒
田
昭
弘（北

郷
村
）

〃
　
　
田
原
千
春（東

郷
町
）

〃
　
　
黒
木
正
一（諸

塚
村
）

〃
　
　
黒
木
勤
己（西

郷
村
）

〃
　
　
片
田
正
人（日

向
市
）

〃
　
　
梅
田
義
輝（諸

塚
村
）

〃
　
　
黒
木
槇
男（西

郷
村
）

〃
　
　
松
本
弘
志（日

向
市
）

〃
　
　
鈴
木
三
郎（日

向
市
）

〃
　
　
寺
原
速
美（門

川
町
）

〃
　
　
小
谷
信
義（南

郷
村
）

岩
切
　
裕

議
員
（
日
向
市
選
出
）

広
域
連
合
の
中
で
、
広
域
行

政
を
研
究
す
る
諮
問
機
関
を
発

足
さ
せ
、
新
た
な
展
開
を
積
極

的
に
模
索
し
て
は
ど
う
か
。

「
日
向
入
郷
広
域
行
政
研
究

会
」
が
、
そ
の
役
割
を
担
う
こ

と
が
望
ま
し
い
と
思
う
。
住
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
や
財
政
事
情
な

ど
、
ま
ず
、
個
々
の
市
町
村
単

位
で
広
域
行
政
の
必
要
性
を
検

討
す
る
こ
と
が
優
先
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
る
。

当
日
、
最
終
処
分
場
建
設
予
定

地
の
見
直
し
を
求
め
る
陳
情
に
つ

い
て
、
総
務
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
審
査
の
結
果
、「
当
局

側
は
調
査
結
果
等
を
踏
ま
え
た
協

議
を
重
ね
る
と
い
う
姿
勢
で
あ

り
、
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
」

旨
の
委
員
長
報
告
が
本
会
議
で
行

わ
れ
、
全
員
一
致
で
閉
会
中
の
継

続
審
査
に
し
ま
し
た
。

議会の会議録は、
自由に閲覧できます。

〜
当
局
側
の
姿
勢
を
見
据
え
る
〜

審
議
し
た
議
案
等
と
そ
の
結
果
（
○
議
案
、
●
陳
情
）

○
専
決
処
分
の
承
認
に
つ
い
て

（
平
成
15
年
度
日
向
東
臼
杵
南
部
広
域
連
合
補
正
予
算
（
第
２
号
））

承
認
　
全
員
一
致

●
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
予
定
立
地
の
再
考
に
つ
い
て

継
続
審
査
　
全
員
一
致

陳
情
は
引
き
続
き
継
続
審
査
に

答答答 問問

答 問

問

5

新斎場の建設工事（16年度も継続）
〃　　火葬炉工事（ 〃　　）

現斎場の漏水箇所修理

東郷霊苑
1５年度に行った主な事業

最終処分場 清掃センター

住民参加の先進地視察
生活環境影響調査（15年度から継続）
施設基本計画策定業務（ 〃　　）

広域連合は、市町村（構成団体）が共同して事務処理を行う「組合」です。そのための経費のほとんどは、構成
団体が拠出する「分担金」で賄われています。昨年度の歳入歳出決算額は約９億７千万円。このうち、ごみ処理事
業で５億７千万円が支出されました。決算は、11月議会で審議されます。

給じん装置改修工事
ダイオキシン類測定分析
各種機器保守点検

市町村別・事業別分担金の内訳 （単位：千円）

一般管理費

日向市

門川町

東郷町

南郷村

西郷村

北郷村

諸塚村

椎葉村

合　計

17,793

5,696

2,884

1,883

938

1,879

1,904

903

33,880

火葬場事業

21,586

7,910

3,234

1,007

1,039

903

951

909

37,539

最終処分場事業

0

4,177

1,309

792

828

675

730

1,011

9,522

ごみ処理事業

273,889

94,532

24,421

20,373

0

20,537

20,963

0

454,715

し尿処理事業

85,947

0

15,872

0

0

0

0

0

101,819

合　　計

399,215

112,315

47,720

24,055

2,805

23,994

24,548

2,823

637,475
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〜
最
終
処
分
場
の
生
活
環
境
影
響
調
査
〜

広
域
連
合
で
は
、
日
向
市
を
除
く
７
町
村

の
不
燃
ご
み
を
適
正
に
処
理
す
る
た
め
に

「
管
理
型
最
終
処
分
場
」
の
建
設
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
今
年
３
月
ま
で
に
、
建
設
予

定
地
で
あ
る
門
川
町
栄
ケ
丘
地
区
を
中
心
に

生
活
環
境
影
響
調
査
を
行
い
、
同
時
に
施
設

基
本
計
画
方
針
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
生
活
環
境
影
響
調
査
で
は
特
に
問
題
は

な
い
も
の
の
、
基
本
計
画
方
針
で
は
用
地
の

不
足
が
生
じ
る
な
ど
の
課
題
が
判
明
。
結
果

を
ま
と
め
た
報
告
書
は
、
各
役
場
で
公
表
し

て
い
ま
す
。

５
月
27
日
（
木
）、
門
川
町
ク
リ
エ
イ
テ

ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
地
元
説
明
会
に

は
46
名
が
出
席
。
調
査
会
社
や
広
域
連
合
職

員
の
説
明
の
あ
と
、
施
設
の
安
全
性
に
対
す

る
不
安
や
、
最
新
施
設
の
視
察
研
修
を
求
め

る
声
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

最
終
処
分
場
の
確
保
は
、
７
町
村
共
通
の

深
刻
な
課
題
。

広
域
連
合
で

は
、
一
連
の
調

査
結
果
等
を
受

け
て
、
事
業
の

よ
り
良
い
方
向

性
に
向
け
た
検

討
を
関
係
機
関

と
重
ね
て
い
く

方
針
で
す
。

調
査
結
果
の
地
元
説
明
会
を開催

日
向
市
富
高
の
清
掃
セ
ン
タ
ー
は
、
日
向

市
、
門
川
町
、
東
郷
町
、
南
郷
村
、
北
郷
村
、

諸
塚
村
の
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
を

焼
却
す
る
施
設
で
す
。
私
た
ち
が
生
活
す
る

上
で
ど
う
し
て
も
出
し
て
し
ま
う
ご
み
。
そ

れ
が
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ
て
い
る
か
見

て
み
ま
せ
ん
か
。
昨
年
も
千
人
を
越
え
る

方
々
が
清
掃
セ
ン
タ
ー
を
見
学
。
ま
ず
、
大

量
の
ご
み
の
量
に
驚
き
、
分
別
収
集
や
リ
サ

イ
ク
ル
の
大
切
さ
を
肌
で
感
じ
て
い
た
よ
う

で
す
。

清
掃
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
見
学
を
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方
は

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

人　　数団　　体　　名

１６

２３

７０

９０

８０

２２

９８

６２

１０５

１２

１２９

４４

３１

１３

３

４

４

３

８

１０

１６

１７

１６

３０

２４

１１

２０

２０

２２

１５

１，０１８

北郷小学校

平岩小学校

草川小学校

門川小学校

富高小学校

塩見小学校

財光寺小学校

財光寺南小学校

日知屋東小学校

坪谷小学校

大王谷小学校

諸塚村内４小学校

都農東小学校

越表小学校

日向中学校

財光寺小学校

大王谷中学校

富島高校

門川町議会

広域行政調査特別委員会

門川町加草地区婦人団体

東郷町「白鳥女性学級」

東郷町「山ざくら花学園」

日向衛生公社

東郷町社会福祉協議会

諸塚村家代婦人会

北海道幕別町議会

日向市山下区「やまびこ会」

日向市塩見ケ丘高齢者クラブ「秋桜会」

東郷町女性学級「ネコヤンブシ」

宮崎県小･中学校初任者教育研修

小学校

中学校
高　校

（体験学習）

合　計

一　般

清
掃
セ
ン
タ
ー
を

見
学
し
ま
せ
ん
か

小
学
４
年
生
の
感
想
文
か
ら

・
ご
み
を
燃
や
す
の
に
た
く
さ
ん
の
お

金
が
か
か
る
な
ん
て
知
ら
な
か
っ
た

で
す
。

・
分
別
収
集
が
町
を
キ
レ
イ
に
す
る
の

よ
。
み
ん
な
も
協
力
し
て
ね
。

・
私
も
リ
サ
イ
ク
ル
を
勉
強
し
て
ご
み

を
減
ら
し
た
い
で
す
。

高
校
生
の
体
験
学
習
か
ら

・
こ
の
体
験
を
通
し
て
、
ゴ
ミ
の
分
別

や
人
間
関
係
、
社
会
人
と
し
て
必
要

な
こ
と
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
学
べ
た
の

で
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

・
ど
ん
な
仕
事
で
も
一
生
懸
命
す
る
こ

と
が
大
事
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。


